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2Ka-9　　畳空間にかかわる住様式と住意識の検討

　　　　　　一大都市圏の注文戸建住宅におけるー

　　　　　　（第１報　接客・行事空間としての畳空間の動向）
　　　　　　奈良女大　○今井範子　中村久美　伊東理恵

【目的】十数年前に大都市圏に立地する諸住宅階層を対象に畳空間の消長について調査研究

を行ったが，心の安らぎを感じるなど畳空間に対する強い愛着意識が確認され，室機能とし

て予備室ないし客間の形で残されていくことが確認された。その後，大都市圏で供給される
住宅では，畳室１室を残した平面が多く供給されてきた。しかし最近集合住宅や輸入住宅な

どにおいて，畳室のない住宅が供給平面の中に一一定の割合でみられるようになった。また畳

室の有無にこだわらない若い世代や居住者層の成長などがうかがえ，このような状況から，

畳空間の動向と居住者の畳空間に対する意識を把握し，今後の日本の都市住宅における畳空

間の消長を今一度検討するに至った。今回は畳空間の動向を捉えるのに的確な対象として，

居住者の要求がある程度住宅計画に反映された注文戸建住宅をとりあげる。第１報では，接

客・行事空間としての畳空間について検討する。
　【方法】近畿圏の３地区（阪神間，阪奈間，阪和間）を選定し，近年に新築された注文戸建

住宅居住者を対象に，質問紙調査を実施（1996年12月～1997年1月）o世帯票有効ｻﾝﾌﾞﾙ数484。

　【結果】畳室における生活行為は多い順に客の就寝。応接，祝い事・行事，家族の就寝等で，

'Jﾋﾞﾝｸﾞに隣接する畳室の場合更に多様な行為に対応。来客は子供の友人，妻の友人，近所の人。

妻の親等で，妻関連の客が多い。接客に使われる空間はﾘﾋﾞﾝm%.子供室63%.客間54%でﾘﾋﾞﾝｸﾞ
が高率。集まりごとの外部化か認められるが，法事，結婚関連，節句等の行事は一定の割合

で畳室が考えられている。改まった客は2割，多人数の客は6割。宿泊客は8割の世帯で存在

し，空間として改まった客と宿泊客には畳室，多人数の客には'Jﾋﾞﾝｸﾞとそれに続く畳室が対応。

2 Ka－10 　畳空間にかかわる住様式と住意識の検討

　一大都市圏の注文戸建住宅におけるー

(第２報　住宅計画時の住要求からみた畳空間の状況)

　奈良女大　○中村久美　今井範子　伊東理恵
【目的】第２報では，住宅計画時の畳空間に関する居住者の要望や，畳空間の計画の過程

をみたうえで，建築後の現住宅における畳空間の取られ方の実態を明らかにする.

【方法】第i報と同じ.
【結果】計画時，是非畳の間にしたいと思う空間があったとする世帯はmにのぼり，高

齢世帯ほどより高いが，必要と思わなかった世帯も世帯主30代以下の世帯を中心にわずか

であるが存在する．畳空間としたかった部屋はどの年代においても圧倒的に客間である．

結果的に畳空間を設けなかった世帯は484世帯中,10戸. 1例を除き世帯主40代以下の世帯

であり，その理由は費用などの制約のほか，「使わない，好きでない」という畳空間不要

の積極的理由による場合が半数存在する．計画時，畳の間の取り方やデザインについて７
割以上の世帯が参考にしたものがあるとしているが，その大半は住宅展示場，パンフレッ

ト等メーカー情報によっている．しかし計画決定は専門家に任せず家族でしたものが多く

その際，続き間，床の間の確保やそのデザイン，縁の設置，リビングにつづけるなどの希

望，意見が多くみられ，畳室の持つ開放的な空間，デザイン，生活機能面などその評価の
視点は世帯に応じて多様である．畳室の取られ方として，畳室１室の住宅は481,2室S3%,

3室以上n%,続き間を有する世帯はi8it;である. 3室以上の畳室を持つ世帯は，世帯主60
代以上の世帯では35%存在するが,30代以下の世帯では少なく過半数が１室のみであり，世

帯年齢により違いが顕著である．リビングのほか洋室の主寝室，個室のコーナーとしての

畳空間を設けている世帯も１割存在する．
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